
主な内容 ●度会町成人式
●わが町の合併を考える

仲良く並んだ雪だるまが冬景色を演出
去る１月１７日、度会町が真っ白になりました。

未明から降り始めた雪は、早朝には町を包み、普段とはまったく

違った景色をつくりあげました。

また、元気いっぱいの子どもたちに雪だるまづくりや、雪合戦を

する楽しみを一緒に届け、仲良く並んだ雪だるまは、さらに雰囲気

を盛り上げ、冬景色をよりいっそう演出しました。

降ったりやんだりを繰り返していた雪ですが、午後からは気温が

上がってきたのか、雨まじりになり、１８日にはそのほとんどが溶

けてなくなりました。
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式典に新成人116人が参加
大人への門出を祝う

祝・新成人

成人の日の１月１２日、度会町では、１３４人（男子６３人、女子７１人）の皆さんが、晴れて大人の仲間入り

をしました。

また、去る１月１１日、１１６人の皆さんが出席し、町中央公民館で新成人を祝う成人式が開催されました。

式典は粛々と進み、度会町長はじめ来賓の皆さま方から「２１世紀は皆さんの時代です。成人となったことに自

覚をもち、自分に与えられた使命を果していってください。」といった温かい励ましやお祝いの言葉がありました。

式典終了後は、会場を町民体育館に移し記念撮影。引き続きバザールわたらいでパーティー。近況談話や携帯電

話番号の交換、スナップ写真などで楽しいひとときを過ごしていました。

大人への門出を祝う大人への門出を祝う大人への門出を祝う

久しぶりの仲間たちと今日から成人です

成人式スナップ
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みんなで大人の仲間入り議長さんに帯をなおしてもらいました

成人式スナップ

成人代表で誓いの言葉を述べた

西村真実子さん（葛　原）

親に甘えることなく自立したいです。

友達と助け合うことを忘れず、これか

らはお世話になった方々の力になって

いきたいです。

橋本　和貴さん（日　向）飯田　真弓さん　（田　間）

人に優しく、尊敬されるような

大人になっていきたいです。懐か

しい友達もみんな元気そうでよ

かったです。

責任ある行動とともに大人の仲

間入りをしていきたいです。自分

に厳しく生きていくことを心がけ

ます。

成人代表で記念品を受け取った

中村　友樹さん（麻加江）森田　由佳さん（脇　出）羽根　正裕さん（立　花）

信頼される大人の男性を目指し

ます。自分の幸せだけでなく、み

んなの幸せも考えていきたいです。

今までとは違い子どもではない

ので、責任感のある行動で自分が

やるべきことを考え、しっかり

やっていきます。

成人としての自覚を持ち、社会に貢

献できるよう、がんばります。今まで

支えてくれたたくさんの方々に感謝し

ています。

新成人インタビュー
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町県民税の
申告相談所を開設
平成15年分町県民税申告相談日程

月　日 曜日 受付時間 相談会場 対　象　字　名

2月17日 火
午前 9：30～12：00

中之郷生活改善センター
川口・栗原・中之郷・五ヶ町

午後 1：00～ 4：00 日向・小川・火打石・駒ヶ野

2月18日 水
午前 9：30～12：00

一之瀬公民館
小萩・市場・脇出・和井野

午後 1：00～ 4：00 柳・南中村・川上

2月19日 木
午前 9：30～12：00

度会町役場（大会議室）
下久具・上久具・田間

午後 1：00～ 4：00 立岡・大久保・葛原

2月20日 金
午前 9：30～12：00

度会町役場（大会議室）
鮠川・当津・茶屋広

午後 1：00～ 4：00 平生・牧戸・宮ノ西自治会・度会団地自治会

2月23日 月
午前 9：30～12：00

度会町役場（大会議室）
棚橋

午後 1：00～ 4：00 大野木

2月24日 火
午前 9：30～12：00

麻加江生活改善センター
注連指・田口

午後 1：00～ 4：00 麻加江・坂井

2月25日 水 午前 9：30～12：00 麻加江生活改善センター 長原・立花

◎
申
告
を
し
て

い
た
だ
く
人

平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、
度

会
町
に
居
住
し
、
平
成
15
年
中
に

所
得
の
あ
っ
た
人
で
、
次
に
該
当

す
る
人
で
す
。

①
営
業
等
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
、

譲
渡
、
山
林
な
ど
の
所
得
が
あ

っ
た
人


給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
人

・
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
人

・
勤
務
先
か
ら
役
場
へ
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

人
・
平
成
15
年
中
に
会
社
な
ど
を
退

職
さ
れ
た
人

・
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

役
場
で
は
毎
年
、
こ
の
時
期
に

町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
次
の
と
お
り
、

申
告
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
や
老
人
医
療
・

児
童
手
当
の
給
付
、
国
民
健
康
保

険
税
の
算
定
、
奨
学
金
の
受
給
・

資
金
借
入
申
込
等
に
所
得
の
証
明

が
必
要
な
場
合
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
と
き
に
困
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
所
得
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
正
し
い
申
告
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

さ
れ
る
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。◎

申
告
に
お
持
ち

い
た
だ
く
も
の

申
告
用
紙
、
平
成
15
年
中
の
収

支
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
、
源

泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
料
・
損
害

保
険
料
の
支
払
証
明
書
、
医
療
費

の
領
収
書
な
ど
、
そ
れ
に
印
鑑
を

忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
、
対

象
と
思
わ
れ
る
人
に
２
月
中
旬
ま

で
に
送
付
し
ま
す
。
申
告
用
紙
が

届
か
な
か
っ
た
人
で
も
、
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
人
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
上
記
申
告
相
談
日

に
申
告
が
で
き
な
い
人
は
、
２
月

26
日
か
ら
３
月
15
日
（
３
月
１
・

２
日
お
よ
び
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

ま
で
に
、
役
場
税
務
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
を
さ
れ
な
い
場
合

は
、
所
得
控
除
の
措
置
を
し
な
い

で
税
金
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
（


６
２
―
２
４
１
４
）
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
15
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
お

よ
び
申
告
書
の
受
け
付
け
は
、
２

月
16
日
（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）

ま
で
で
す
。

※
確
定
申
告
は
、２
月
16
日
（
月
）

か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
税
務
署
の

閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
等
）

は
、
窓
口
で
の
相
談
お
よ
び
受
け

付
け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

確定申告相談会日程
開催場所 日　程 受付時間

伊勢シティプラザ
（伊勢税務署西隣）

2月16日（月）
～3月15日（月）

午前9時～
午後4時

度会町役場
（2階大会議室）

3月 1日（月）・

2日（火）

午前9時～
午後4時

申 告 書 の 種 類

確定申告書Ａ

給与所得者で、年末調整を受けた給与以外に所得がなく医療費

控除や住宅借入金（取得）等特別控除などにより、源泉徴収さ

れた所得税の還付を受ける人や、申告の必要な所得が公的年金

等のみの人、配当所得、一時所得だけの人など。

確定申告書Ｂ 確定申告書Ａに該当しない人。

※
申
告
書
は
郵
送
ま
た
は
税
務
署

の
時
間
外
収
受
箱
に
投
函
す
る
こ

と
に
よ
り
、
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
還
付
申
告
の
人
は
、
２
月
15
日

（
日
）
以
前
で
も
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申

告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
、
お
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
不

動
産
収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地

や
建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、

平
成
15
年
中
の
所
得
金
額
の
合

計
額
か
ら
、
所
得
控
除
の
合
計

額
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を

基
と
し
て
計
算
し
た
税
額
が
配

当
控
除
額
と
定
率
減
税
額
と
の

合
計
額
を
超
え
る
場
合
。


給
与
所
得
者
の
人
で
、
給
与
収

入
が
２
，
０
０
０
万
円
を
超
え

る
場
合
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
20
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

確
定
申
告
相
談
会
を
開
設

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納

期
限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
３
月

15
日
（
月
）
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
最
寄
り
の
銀
行
や
郵
便
局
、
ま

た
は
所
轄
の
税
務
署
で
納
税
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
確
定
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
人

◎
納
税
は
期
限
内
に

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て

い
る
人
は
、
確
実
に
振
替
納
付
で

き
る
よ
う
、
振
替
期
日
の
前
日
ま

で
に
納
税
額
に
見
合
う
預
貯
金
額

を
ご
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
税
務
署
（


２
８
―
３
１
９
１
）
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土地や建物を売ったとき
土地や建物を売ったときの譲渡所得に対する税金は、『分離課税』といって給

与所得などの他の所得と区分して税額を計算します。
土地や建物を売った年の１月１日現在で、その土地や建物の所有期間が５年を

超えていれば長期譲渡に、５年以下ならば短期譲渡になります。
◎税額の計算方法
長期譲渡所得の場合
課税譲渡所得×２０％（住民税は６％）

※課税譲渡所得＝譲渡価額－取得費－譲渡費用－特別控除
短期譲渡所得の場合
次のⅠ、Ⅱのどちらか多い額

Ⅰ課税譲渡所得×４０％（住民税は１２％）
Ⅱ（Ａ－Ｂ）×１１０％
Ａ＝（事業所得や給与所得等の総所得－所得控除の合計額＋課税譲渡所得－５０

万円）×累進税率
Ｂ＝（総所得－所得控除の合計額）×累進税率
※短期譲渡所得の計算上、特別控除はマイホームを売ったときや、収用の特例を
除き、ありません。
※詳しくは、伊勢税務署（２８－３１９１）まで、お問い合わせください。

税 の お 話
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昨
年
末
に
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
『
市
町
村
合
併
に

関
す
る
住
民
意
向
調
査
』
の
最
終

結
果
と
、
字
別
住
民
説
明
会
に
お

け
る
主
な
ご
意
見
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

意
向
調
査
結
果

﹇
総
集
計
数
９
６
８
﹈

※
（　

）
内
の
数
値
は
集
計
数

◆
合
併
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
必
要
で
あ
る 

６
４
．
７
％

（
６
２
６
）

・
必
要
な
い 

１
４
．
８
％

（
１
４
３
）

わが町の合併を考えるわが町の合併を考える

～ 多気町が離脱し、協議終了へ ～

5町村任意合併協議会

町
で
は
、
市
町
村
合
併
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
多
気
町
、
明

和
町
、
勢
和
村
、
玉
城
町
と
と
も

に
昨
年
の
４
月
に
任
意
合
併
協
議

会
を
設
置
し
、
合
併
に
関
す
る
様
々

な
調
査
や
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
昨
年
12
月
25

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
10
回
任

意
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
法
定

合
併
協
議
会
へ
の
移
行
を
目
前
に
、

多
気
町
が
離
脱
す
る
旨
を
表
明
し

ま
し
た
。
協
議
会
の
規
約
で
は
、

１
町
村
で
も
離
脱
し
た
場
合
、
組

織
が
成
立
し
な
い
こ
と
か
ら
、
５

町
村
に
よ
る
合
併
協
議
を
終
了
せ

ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
事
態
に
町
で
は
、
町
議
会

と
協
議
調
整
し
、
取
り
急
ぎ
、
同

月
29
日
、
各
区
長
さ
ん
並
び
に
合

併
問
題
懇
話
会
委
員
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
し
た
『
５
町
村
合
併
に
関

す
る
状
況
報
告
会
』
を
開
催
し
、

ま
た
同
時
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

文
書
に
お
い
て
概
要
報
告
を
し
ま

し
た
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
再
度
検

討
し
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

住
民
意
向
調
査
等
の

結
果
報
告

・
重
複
回
答 

１
０
．
０
％

（
９
７
）

◆
『
必
要
で
あ
る
』
を
選
択
し
た

理
由

・
地
方
分
権
や
少
子
高
齢
化
に
対

応
す
べ
き
だ
か
ら
（
３
３
９
）

・
孤
立
し
て
欲
し
く
な
い
か
ら

（
３
１
４
）

・
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
チ
ャ

ン
ス
だ
か
ら
（
３
１
１
）

◆
『
必
要
な
い
』
を
選
択
し
た
理

由
・
希
望
す
る
枠
組
み
で
は
な
い
か

ら
（
１
１
９
）

・
合
併
す
る
と
不
便
に
な
り
そ
う

だ
か
ら
（
７
４
）

・
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
り

そ
う
だ
か
ら
（
５
４
）

◆
ご
意
見
、
ご
要
望
欄
（
抜
粋
）

・
期
限
内
に
合
併
で
き
る
様
に
、

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、

合
併
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

・
町
の
特
色
を
出
し
、
あ
く
ま
で

対
等
で
合
併
を
進
め
て
欲
し
い
。

・
他
の
市
町
村
と
の
合
併
を
希
望

す
る
。
住
民
投
票
を
ぜ
ひ
実
施

し
て
欲
し
い
。

・
モ
デ
ル
に
な
る
田
園
都
市
づ
く

り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
早
く

合
併
し
て
欲
し
い
。

・
町
と
町
議
会
が
一
致
協
力
し
て

推
進
さ
れ
た
い
。

字
別
住
民
説
明
会

◆
主
な
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど

（
抜
粋
）

・
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら

に
過
疎
化
が
進
ま
な
い
か
心
配

で
あ
る
。

・
議
会
の
混
乱
が
な
い
よ
う
に
努

め
て
欲
し
い
。

・
岩
坂
峠
な
ど
の
道
路
交
通
網
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
調
査
結
果
や
ご
意

見
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

の
進
め
方
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 ５町村任意合併協議会事

務局が１月末の閉鎖にとも

ない、度会町より駐在して

いました職員２人が帰任し

ました。
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平
成
12
年
か
ら
平
成
15
年
の
４

年
間
に
わ
た
り
、
米
政
策
『
水
田

を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
型
農
業

の
活
性
化
対
策
等
…
米
需
給
の
均

衡
、
計
画
生
産
、
米
価
の
安
定
、

麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
の
本
格
生

産
を
目
指
す
』
の
一
環
と
し
て
、

米
の
生
産
調
整
が
取
り
組
ま
れ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
産
か
ら

の
国
の
米
政
策
大
綱
に
基
づ
き
、

16
年
産
米
の
生
産
調
整
目
標
面
積

が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
全
国
的
に
10
年
ぶ
り
の

凶
作
と
な
り
ま
し
た
が
、
米
の
消

費
減
少
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
で
は
平
成
16
年

米
の
生
産
調
整

米
の
生
産
調
整

16
年
産

作
付
面
積
３
２
９
．３
ｈａ
を
配
分

産
か
ら
は
生
産
目
標
数
量
を
配
分

す
る
こ
と
と
な
り
、
16
年
産
に
つ

い
て
は
８
５
７
万
ト
ン
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。（
生
産
調
整
規
模
で

は
15
年
産
と
同
規
模
の
１
０
６
万

ha
に
相
当
）

こ
の
結
果
、
度
会
町
全
体
で
は

作
付
目
標
面
積　

３
２
９
．
３
ha

（
生
産
調
整
目
標
面
積
で
は
１
３

４
．
９
ha
、
15
年
産
分
１
３
８
．

５
ha
）
が
配
分
さ
れ
、
こ
れ
を

受
け
、
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会

の
承
認
を
得
て
、
各
集
落
毎
に
ご

理
解
を
求
め
ま
し
た
。

15
年
産
１
０
４
％
の
達
成

15
年
産
の
町
生
産
調
整
実
施
面

積
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り

約
１
４
５
ha
と
な
り
、
目
標
面
積

に
対
し
て
１
０
４
％
の
達
成
と
な

り
ま
し
た
。（
達
成
集
落
23
、
未

達
成
集
落
11
）

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
で
、
度

会
町
の
水
田
農
業
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
信
頼

で
き
る
米
づ
く
り
の
考
え
を
基
本

に
、
こ
れ
か
ら
の
水
田
農
業
に
つ

い
て
農
家
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

従
来
、
１
〜
２
月
に
か
け
て
転

作
の
計
画
書
を
提
出
し
た
後
、
４

〜
５
月
に
か
け
て
水
稲
共
済
の
加

入
申
込
書
（
共
済
細
目
書
）
を
提

出
願
っ
て
き
ま
し
た
が
、
13
年
産

よ
り
こ
れ
を
一
本
化
し
、
一
葉
の

様
式
で
兼
ね
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
農
業
共
済
用
、
市
町
村
用
、
農

家
控
え
用
の
３
部
複
写
と
な
っ
て

い
ま
す
。）

転
作
計
画
と

水
稲
共
済
細
目
書
を
一
本
化

16年度町内生産調整面積の配分　（単位：・％）
字　名 16年度配分面積 15年度転作実績 15年度達成率
注連指 138,919 58,711 100.1
田 口 165,593 71,094 104.9
麻加江 113,872 52,780 100.0
坂 井 51,987 22,431 98.4
長 原 106,123 60,733 135.8
立 花 78,117 35,320 111.3
鮠 川 39,788 17,063 101.6
立 岡 42,670 7,229 37.2
大久保 39,599 17,913 96.6
平 生 134,369 47,188 88.0
牧 戸 158,481 66,601 101.1
棚 橋 118,419 53,521 107.8
大野木 157,925 66,078 97.2
葛 原 125,162 77,328 146.0
下久具 122,192 56,559 109.0
上久具 87,040 35,885 100.3
田 間 49,315 14,122 68.1
当 津 38,273 15,823 101.4
茶屋広 34,412 14,833 102.8
川 口 100,011 44,148 108.1
栗 原 61,117 30,823 119.2
中之郷 55,164 31,529 129.7
日 向 90,195 34,958 91.8
五ヶ町 33,366 17,419 124.1
小 川 79,490 43,288 132.0
火打石 48,366 17,954 91.3
駒ヶ野 53,718 55,626 247.9
小 萩 42,849 36,307 198.8
柳 76,404 33,489 105.8

市 場 61,017 11,000 42.5
脇 出 55,636 24,480 103.6
和井野 244,708 79,945 78.3
南中村 393,845 151,672 92.7
川 上 94,858 44,428 110.8
合　計 3,293,000 1,448,278 104.6

人間とサルの共存を
目指して

役場産業振興課では、人間とサルの共存を目
指して、捕獲した雌ザル（★）に発信器をつけ、
群れへ帰しています。
この発信器により、群れ全体の動きが分かり、
サルが人間の領域に入ってきた時のみ適格に追
い払うことができ、サルに山へ帰ってもらうと
いった『住み分け』による共存が図られます。
現在は中川地区でしかサルが捕獲されていな
いため、一部でしか対策ができていませんが、
町全域に広めていくことを予定しています。
★雌ザルのほうが群れに帰りやすいため。
※詳しくは、役場産業振興課（６２－２４１
６）にお問い合わせいただくか、または、三重
県庁ホームページ『サルどこマップ』（http://

www.mate.pref.mie.jp/）をご覧ください。

産業振興課からのお願い
１６年産の生産調整については、現在各集落の役員さんを通して、
計画書（共済細目書を兼ねる）の提出をお願いしているところです。
昨年も、大半の集落では、ご理解をいただいたのですが、残念な
がら一部の集落では、目標生産調整面積が未達成となりました。県
および町では、事業評価システムの中で、生産調整達成度合を事業
採択の判断基準に組み入れています。このように、厳しい農業情勢
が続いているものの、高齢化、後継者対策として集落営農のあり方
を真剣に考えるなど、度会町の農業を次世代に継承することが、今
日の私たちの努めであると思います。ＪＡ組織とともに本制度に取
り組んでおりますので、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。
また、１６年度も町単独支援制度として、生産調整達成者に向け
て、生産調整田に次のとおり予算提案することとしています。
①くりあじカボチャの推奨（苗の無料配布、出荷助成）
麦、レンゲ、大豆種の無料配布
※現に償還中のほ場整備田に対する助成　８千円／１０ａ（平成
１４年度、１５年度で終了とさせていただきます）
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連
載

『
一
日
福
祉
体
験
教
室
』
感
想
文

福祉体験学習を通して

内城田小学校　６年

東出　真奈さん

老
人
の
方
の
身
に
な
っ
て
み
た

り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
ふ
れ

あ
っ
た
り
し
て
私
た
ち
に
と
っ
て

あ
ま
り
な
い
体
験
。
そ
れ
は
、
学

習
に
も
私
た
ち
に
も
と
て
も
良
い

こ
と
。

私
に
は
お
じ
い
さ
ん
し
か
い
っ

し
ょ
に
住
ん
で
い
な
い
の
で
お
ば

あ
さ
ん
を
見
る
と
、
一
度
も
見
た

こ
と
の
な
い
私
の
お
ば
あ
さ
ん
を

思
い
出
し
ま
す
。
お
ば
あ
さ
ん
は

ま
だ
若
い
と
き
に
亡
く
な
っ
た
の

で
、
老
人
の
方
の
こ
と
が
分
か
ら

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

私
が
、
か
わ
り
に
体
験
し
て
み

た
い
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。

最
初
は
、
老
人
の
方
の
身
に
な

っ
て
み
る
、
そ
う
い
う
体
験
を
し

ま
し
た
。

車
い
す
体
験
は
、
初
め
て
だ
っ

た
の
で
う
ま
く
で
き
る
か
心
配
で

し
た
。
実
際
し
て
み
て
も
と
て
も

こ
わ
く
て
、
と
く
に
坂
の
所
が
こ

わ
か
っ
た
で
す
。

車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
人
は
毎

日
こ
ん
な
思
い
を
し
て
い
る
の
か
、

と
思
い
ま
し
た
。

お
昼
か
ら
は
、
老
人
の
方
と
の

交
流
。

ま
ず
は
、
私
た
ち
が
歌
を
歌
い

ま
す
。『
さ
ん
ぽ
』
と
『
わ
れ
は

海
の
子
』
で
す
。
わ
れ
は
海
の
子

は
、
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
と
き
は
、
う
れ
し
そ

う
な
顔
を
し
て
い
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。

次
は
老
人
の
方
も
い
っ
し
ょ
に

カ
ル
タ
を
し
ま
し
た
。

私
は
、
司
会
で
と
て
も
緊
張
し

て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
は
司
会
み

た
い
に
前
に
出
る
こ
と
は
あ
ま
り

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
よ
け

い
に
緊
張
し
ま
し
た
。

老
人
の
方
た
ち
は
、
私
た
ち
が

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
、
前
か
ら
見

て
い
る
と
と
て
も
楽
し
そ
う
に
見

え
ま
し
た
。

私
も
、
緊
張
を
し
な
く
な
っ
て

き
て
い
つ
の
ま
に
か
笑
う
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
他
の
人
も
だ

ん
だ
ん
慣
れ
て
き
た
み
た
い
で
声

も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
こ
の
老
人
の
方
た
ち

は
あ
ま
り
元
気
で
は
な
い
の
か
な
、

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
と
て
も
元

気
な
の
で
少
し
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

き
っ
と
、
老
人
は
老
人
で
も
心

は
と
て
も
若
い
の
で
し
ょ
う
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、
と
て
も

元
気
な
方
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
毎
日
が
と
て
も

大
変
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け

て
あ
げ
た
い
、
と
思
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
老
人
の
方
だ
け
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
人
を
助
け
、
ぜ
ひ
仲

良
く
な
っ
て
み
た
い
で
す
。

で
も
、
そ
れ
は
と
て
も
大
変
な

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
私
は
、
ま

だ
そ
う
い
っ
た
経
験
が
な
い
の
で

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け

や
っ
て
み
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。具

体
的
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い

け
れ
ど
、
そ
の
気
持
ち
と
、
き
っ

と
老
人
に
な
る
の
は
み
ん
な
が
経

験
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
心

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
も
っ
と
老
人
の
方

と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
増
え
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
本
当
に

そ
う
な
っ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

平
成
15
年
11
月
に
死
去
さ
れ
ま

し
た
『
元
度
会
町
消
防
団
団
長
』

北
村
重
夫
さ
ん
（
長
原
）
が
、
従

六
位
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

北
村
さ
ん
は
町
消
防
団
団
長
と

し
て
、
職
務
に
対
し
常
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
す
ぐ
れ
た
指
導
・

統
率
力
で
団
員
、
ま
た
住
民
を
ま

と
め
、
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

叙
位

故 

北
村
重
夫
さ
ん
が

従
六
位
を
受
章

平
成
16
年
１
月
１
日
付
け
で
、

度
会
町
担
当
の
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
、
鳥
羽
宏
之
さ
ん
（
平
生
）

が
、
引
き
続
き
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
羽
さ
ん
は
、
平
成
12
年
か
ら

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
皆
さ
ん

の
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
多
方
面
に
わ
た
り
、
相

談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
の
頼
れ
る
人
権
擁
護

委
員
さ
ん
と
し
て
、
ご
活
躍
い
た

だ
き
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

鳥
羽
宏
之
さ
ん
が
再
任
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大 切 な 気 持 ち

内城田小学校　６年

浦田　夏希さん

８
月
22
日
に
、
福
祉
体
験
が
あ

り
ま
し
た
。
初
め
は
、「
う
ま
く
話

せ
る
か
な
ぁ
。」「
ど
う
や
っ
て
お

手
伝
い
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。」

と
、
と
て
も
心
配
だ
っ
た
け
ど
、

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、

す
ご
く
優
し
く
て
、
い
ろ
い
ろ
話

か
け
て
く
れ
る
か
ら
不
安
な
気
持

ち
は
、
い
つ
の
間
に
か
消
え
て
い

ま
し
た
。

午
前
中
に
や
っ
た
車
イ
ス
の
体

験
は
、
前
に
一
度
や
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
け
ど
、
い
つ
も
歩
い
て
い

る
と
坂
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
な
い

程
の
上
り
坂
が
、
車
イ
ス
に
乗
る

と
、
す
ご
く
急
な
坂
に
見
え
て
、

の
ぼ
り
に
く
く
て
苦
労
し
ま
し
た
。

下
り
坂
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
と

て
も
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
今
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
言
っ
て
、
段
差

や
坂
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
け
ど
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

は
、
本
当
に
大
変
だ
な
ぁ
と
思
い

ま
し
た
。

次
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ビ

デ
オ
を
見
ま
し
た
。
目
の
見
え
な

い
人
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
、
体

の
不
自
由
な
人
、
み
ん
な
大
変
そ

う
で
し
た
。
で
も
回
り
の
人
の
ち

ょ
っ
と
し
た
手
助
け
で
、
外
出
で

き
た
り
、
話
が
で
き
た
り
し
ま
す
。

助
け
ら
れ
る
人
も
助
け
て
い
る
人

も
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

お
互
い
が
助
け
合
う
た
め
に
は
、

優
し
く
て
、
温
か
い
気
持
ち
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
一
番
楽
し
み
に

し
て
い
た
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
と
の
交
流
を
し
ま
し
た
。
リ

コ
ー
ダ
ー
で
曲
を
吹
い
た
り
、
す

ご
ろ
く
を
し
た
り
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
は
、
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何

度
も
「
あ
り
が
と
う
。」「
あ
り
が

と
う
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
み
ん
な
で
準
備
を
し
て
、

交
流
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
人
を
う
れ
し
く
す
る
と
、

わ
た
し
も
う
れ
し
い
で
す
。
わ
た

し
に
と
っ
て
こ
ん
な
気
持
ち
は
、

初
め
て
で
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
の
仕
事
を

し
て
い
る
人
達
も
い
つ
も
笑
顔
で

と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
人

の
お
世
話
を
す
る
こ
と
は
、
と
て

も
大
変
な
の
に
、
楽
し
そ
う
な
の

は
、
き
っ
と
、
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
た
ち
か
ら
の
う
れ
し
さ

を
も
ら
う
か
ら
か
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と

交
流
し
て
、
お
年
寄
り
を
大
切
に

し
よ
う
と
思
っ
た
し
、
自
分
が
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
や
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
夏
の
体
験
で
心
に
残
っ
た
、

人
と
の
交
流
の
中
で
の
う
れ
し
い

気
持
ち
、
大
切
な
気
持
ち
、
こ
の

思
い
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

『
一
之
瀬
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
』

（
男
子
）

門
野
宮
生
（

６
２
―
２
１
５
８
）

東
谷　

博
（

６
２
―
０
８
１
５
）

高
橋
虎
彦
（

６
５
―
０
０
６
２
）

（
女
子
）

西
岡
一
文
（

６
５
―
０
４
４
５
）

山
本
宏
一
（

６
５
―
０
８
４
９
）

高
橋　

渡
（

６
５
―
０
５
２
４
）

『
中
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
』

（
男
子
）

北
川
俊
一
（

６
４
―
０
５
６
０
）

（
女
子
）

世
古
武
弘
（

６
４
―
０
０
１
２
）

度
会
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
町
内
小
学
新
３
年
生
か
ら
新
６
年
生

の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
の
担
当
者
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

陸 

上 

競 

技

『
内
城
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』

（
男
子
・
女
子
）

舟
瀬　

勝
（

６
２
―
０
３
５
６
）

森
本
和
義
（

６
２
―
１
６
４
０
）

『
小
川
郷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
』

（
男
子
）

橋
本
和
彦
（

６
２
―
０
１
０
９
）

平
成
16
年
度

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集
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平
成
16
年
の
幕
開
け
を
飾
る
度

会
町
消
防
出
初
式
は
、
去
る
１
月

３
日
、
下
長
谷
川
消
防
団
長
以
下

１
２
４
人
の
団
員
が
参
加
し
て
、

度
会
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
表
彰
や
県
消
防
協
会
表
彰

な
ど
の
伝
達
が
行
わ
れ
た
後
、「
強

い
責
任
感
、
正
義
感
を
も
っ
て
日

夜
献
身
的
に
活
躍
さ
れ
、
感
謝
に

た
え
ま
せ
ん
。
今
後
も
地
域
の
た

め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
。」
と
い
っ

た
大
野
町
長
の
訓
辞
に
引
き
続
い

て
、
来
賓
の
辻
本
県
議
会
副
議

長
、
大
釋
町
議
会
議
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
11
日
に
玉
城
町
で

開
催
さ
れ
た
度
会
郡
５
か
町
村
連

合
消
防
出
初
式
（
度
会
町
・
小
俣

町
・
玉
城
町
・
御
薗
村
・
二
見
町
）

で
は
、
度
会
町
か
ら
50
人
が
参
加

し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

一
年
の
幕
開
け
を
飾
る

平
成
１６
年
度
会
町
消
防
出
初
式

平
成
１６
年
度
会
町
消
防
出
初
式

表彰受賞者（敬称略）

町長優良団員表彰および

　　　三重県消防協会南勢支会優良章表彰

団員　岡野　公彦　　（長　原）

三重県消防協会表彰徽章表彰

班長　世古　幸彦　　（麻加江）
団員　廣　　毅　　　（棚　橋）
団員　岡村　宗明　　（棚　橋）
団員　福井　章人　　（大野木）

三重県消防協会精勤章

班長　高橋　虎彦　　（脇　出）

県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
16

年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
を

開
催
し
ま
す
。

平
成
16
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
を
開
催

登
録
に
は
、
登
録
手
数
料
な
ど

が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会
事

務
局
文
化
財
保
護
チ
ー
ム
（

０

５
９
―
２
２
４
―
２
９
９
９
）
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

審査会開催日時および会場

月日（曜日） 会　　場 時　　間

４月１３日（火） 県 津 庁 舎

各日ともに
午前１０時００分～

１１時３０分

午後 １時００分～
２時００分

※受審者の人数に
より午前の受け付
けであっても午後
の審査となること
があります。

５月１８日（火） 県 尾 鷲 庁 舎

６月１５日（火） 県 鈴 鹿 庁 舎

７月１３日（火） 県 伊 勢 庁 舎

１０月１２日（火） 県 津 庁 舎

１２月１４日（火） 県 上 野 庁 舎

平成１７年　　　
２月１５日（火）

県 松 阪 庁 舎
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去る１２月１４日、長原区（中村誠区長）では、児童公園と隣接するゲートボール場を会場に『区民グラウ

ンドゴルフ大会』が開催されました。

この日は、長原神社の例祭とあって、子どもか

らお年寄りまで大勢が参加し、特設の８ホールで

腕を競い合いました。

また、もちまきや婦人会によるフリーマーケッ

ト、ビンゴゲームなども行われ、楽しい一日はあっ

という間に過ぎていきました。

去る１２月２１日、小川郷小学校体育館を会場に、度会町バレーボール連盟主催の第２回度会町家庭婦人バ

レーボール男女混成大会が開催されました。

参加した４チームは、今までになかった男女混成で

の試合を楽しみながら、良い汗をかき、熱戦を繰り広

げました。

大会結果　

優　勝　ラブリー　　　　準優勝　リバース

３　位　ソフトリー　　　４　位　マミーズ

昨年１１月から１２月にかけて、度会中学校体育館を会場

に第２回度会町キンボールリーグ戦が開催されました。

このリーグ戦には、７チームが参加し、白熱した試合が繰

り広げられました。

大会結果　

優　勝　　スマイル　　　準優勝　　チャンス　　　３　位　　アーマーズ

第２回度会町キンボール

リーグ戦を開催

区民グラウンドゴルフ大会を開催　長原区

第２回度会町家庭婦人バレーボール

男女混成大会を開催
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ど
じ
ょ
う
す
く
い
を
披
露

か

がやけ！

　

た
らい

　
びと

去
る
12
月
19
日
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
わ
た
ら
い
緑
清
苑
で
、

福
笑
会
の
皆
さ
ん
が
、
ど
じ
ょ
う

す
く
い
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

普
段
見
慣
れ
な
い
格
好
で
登
場

し
た
皆
さ
ん
に
、
会
場
か
ら
は
笑

い
と
歓
声
が
お
こ
り
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
暖
か
い
雰
囲
気
の
中
、
芸

は
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

入
居
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
が
ん
ば
っ
て
練

習
し
て
き
た
ど
じ
ょ
う
す
く
い
は

大
好
評
で
、
会
場
は
笑
顔
と
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

黒
くろ

　井
い

　　豊
ゆたか

 さん（麻加江）　25歳／Ａ型

趣味

釣りが趣味です。海釣りが好きで、よく南
島町へ行っています。タイを釣り上げたと
きのことは昨日のことのように覚えてい
ます。

家庭について
優しくて家庭的な妻です。性格も合い、毎
週休日は子どもをつれて、いっしょに買い
物に行ったり、公園に行ったりしています。

子育てに
ついて

子どもは、1歳4か月の男の子です。赤ちゃ
んはとてもかわいくて、ついつい赤ちゃん
言葉で話しかけてしまいます。ニュースな
どで虐待事件を目にしたりしますが、絶対
に許せません。

町の好きな
ところ

家族で遊びに行ける宮リバー度会パーク
が好きです。遊具も多いし、何より芝生が
最高です。

町に望むこと

子どもたちが安心して遊べる場所が、もっ
とあれば良いと思います。自分たちの家庭
が共働きになったときのことを考えると
なおさらです。

２年前に結婚しました。仕事から帰って、手料理が待ってい

ることが何よりうれしいです。
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材料（４人分）

発芽玄米 １２０ｇ

白米 １２０ｇ

ゆかり 大さじ１

ちりめんじゃこ ４０ｇ

大葉 ５枚
発
芽
玄
米
の

じ
ゃ
こ
ご
は
ん

作
り
方

今
回
は
、
肥
満
予
防
の
た
め
の

食
事
で
す
。

基
本
は
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る
こ
と

で
す
。

間
食
の
取
り
方
・
選
び
方
、
ま

た
、
酢
の
利
用
、
焼
く
・
蒸
す
な

ど
、
調
理
方
法
を
工
夫
し
、
適
量

を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

シリーズ今夜の夕食

茶の実句会抄　１月 15 日

西
野
た
け
し
指
導

全ぜ
ん

身し
ん

よ
り
声こ

え

の
は
み
出で

て
寒か

ん

稽げ
い

古こ

上
久
具　

柳
谷　

静
雄

古ふ
る

飾か
ざ

り
神か

み

の
火ひ

に
投な

げ
去こ

ぞ年
今こ

と

し年

牧　

戸　

中
西
て
い
子

格か
く

言げ
ん

の
心

こ
こ
ろ

に
泌し

み
て
初は

つ

暦
こ
よ
み棚　

橋　

山
本　
　

順

洗せ
ん

濯た
く

物も
の

畳た
た

む
縁え

ん

側が
わ

日ひ

脚あ
し

伸の

ぶ
棚　

橋　

田
畑　

サ
ダ

大お
お

寺て
ら

の
九く

輪り
ん

か
が
や
く
冬ふ

ゆ

の
天そ

ら

長　

原　

中
西　

定
雄

道ど
う

場じ
ょ
う

に
雀

す
す
め

舞ま

ひ
込こ

み
弓ゆ

み

始
は
じ
め市　

場　

高
橋
花
寿
子

雪ゆ
き

だ
よ
り
聞き

く
故ふ

る

郷さ
と

に
父ふ

母ぼ

も
な
く

棚　

橋　

松
本　

貞
子

初は
つ

猟り
ょ
う

を
早は

や

仕し

舞ま
い

し
て
宴

う
た
げ

か
な

麻
加
江　

北
村　

櫓
江

①
発
芽
玄
米
と
白
米
を
い
っ
し
ょ

に
洗
い
、
普
通
の
水
加
減
で
炊

き
上
げ
る
。


ご
は
ん
が
炊
き
上
が
っ
た
ら
、

ゆ
か
り
、
湯
通
し
し
た
ち
り
め

ん
じ
ゃ
こ
を
混
ぜ
、
器
に
盛
り
、

大
葉
の
千
切
り
を
ち
ら
す
。

肥満予防のための食事
度会町食生活改善推進協議会

はじめまして、あいかです。

わたしは歌を聴いたり、おもちゃで遊んだりするのが

大好きです。みんな、たくさんの遊び歌を教えてね！

愛想が良くて家族の人気者なんだって・・・エヘヘ。

中田　藍加ちゃん
平成15年2月16日生まれ

（栗 原）
父　 厚 さん
母　敬子さん

３月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。



（№ 463）14（№ 463）15

お知らせ2月

February

次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
策
定
に
か
か
る

調
査
協
力
の
お
願
い

町
で
は
保
育
所
・
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
子
育
て
支
援

の
た
め
の
施
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
15
年
７
月
、
国
に

お
い
て
『
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
』
が
制
定
さ
れ
、
各
自
治

体
が
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の

具
体
的
な
行
動
計
画
を
策
定
し
、

平
成
17
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
計
画
策
定
の
た
め
の
『
次

世
代
育
成
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）』
を
今
年

度
中
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

調
査
票
は
郵
送
ほ
か
、
学
校
・

保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
を
通
じ

て
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２４時間受診可能な医療機
関の案内をしています『救急
医療情報システム』がイン
ターネットなどでもご覧いた
だけるようになりました。
ホームページアドレス

・http://www.qq.pref.mie.jp/

Ｉモード、ＥＺ‐ｗｅｂ、

ボーダフォンライブ（旧Ｊ

スカイ）

・http://www.qq.pref.mie.jp/k/

音声・ファックス案内

・０５９－２２３－１１９９
・０５９９－４６－１１９９
※いずれかにお電話ください。
ご家庭において、パソコン

などをお持ちでない人、その
操作ができない人については、
従来型の電話案内を継続して
実施していますので、ご利用
ください。
電話案内

・２８－１１９９
※詳しくは、三重県救急医療
情報センター（０５９－２
２７－３７９９）まで、お問
い合わせください。

三重県救急医療情報
システムからお知らせ

◎
調
査
対
象　

０
歳
か
ら
12
歳
ま

で
の
児
童
の
保
護
者

※
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

（

６
２
―
２
４
１
３
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
生
徒
の
就
学
援
助
費

支
給
制
度
の
お
知
ら
せ

町
内
の
小
・
中
学
校
に
児
童
生

徒
が
在
学
す
る
家
庭
で
、
経
済
的

に
お
困
り
の
家
庭
に
、
学
用
品
、

通
学
費
、
給
食
費
、
修
学
旅
行
費

な
ど
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で

す
。次

の
よ
う
な
認
定
基
準
に
該
当

し
て
い
る
家
庭
の
児
童
生
徒
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

▽
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
の
家
庭

▽
町
県
民
税
の
非
課
税
ま
た
は
減

免
の
家
庭

▽
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
家
庭

※
詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
教

育
課
（

６
２
―
２
４
２
２
）
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

未入所幼児との交流会を開催

各保育所では、保育所園児と未入所幼児との第５回交流会を開

催します。詳しくは、それぞれの保育所へお問い合わせください。

開催日時　３月２３日（火）　午前９時３０分～１１時

　　　　　　（雨天決行）

開催場所　町内各保育所

参加者　町内在住の保育所入園前のお子さんと保護者

☆必ず保護者同伴で参加してください。交流会開催中は保護者各

自の責任で、お子さんの安全に気をつけてください。

◎問合先

長原保育所　６４－００２２

棚橋保育所　６２－００７４

中之郷保育所　６２－００７０

南中村保育所　６５－０２６６

町指定収集袋小売取扱店を
追加します。
町指定収集袋によるごみ収

集にご協力ください。
・オークワ （葛　原）
※詳しくは、町商工会（６
２－１３１３）まで、お問い
合わせください。

『町指定収集袋』

小売取扱店を追加
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Ｑ　第9回宮リバー度会パーク春まつりの開催日は？

　4月4日　　 4月10日　 　4月11日

※答えは裏表紙『度会町クイズの答え』をご覧ください。

度 会 町 ク イ ズ Vol.13

南
勢
志
摩
広
域
人
権
ま
ち
づ
く

り
事
業
推
進
協
議
会
で
は
、
人
権

問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
、
21
世
紀
を
人
権
の
世

紀
に
す
る
た
め
に
、
意
識
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
め
ざ
し
て
、
人
権
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

２
月
28
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
10
分

※
開
場　

午
後
１
時

▽
開
催
場
所　

玉
城
町
中
央
公
民

館　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
入
場
料　

無
料

※
手
話
通
訳
有
り

▽
内
容　

講
演
会

▽
講
師　

鈴
木
ひ
と
み
さ
ん
（
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

▽
テ
ー
マ　
「
人
間
」
の
価
値
と

人
権
講
演
会
を
開
催

生
き
方
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
県
南
勢
志
摩
県
民

局
生
活
環
境
部
（

２
７
―
５
１

１
８
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

4月4日（日）
第9回

宮リバー度会パーク
春まつりを開催
盛り沢山の楽しい
イベントを計画中
春まつり実行委員会

第９回宮リバー度会パーク
春まつり実行委員会では、第
９回宮リバー度会パーク春ま
つりのフリーマーケット参加
者を募集しています。
日時　４月４日（日）　午
前９時３０分～午後２時３
０分
場所　宮リバー度会パーク
募集期間　２月１０日（火）
～３月５日（金）
募集人数　４０人（１人１
区画）
※町内在住の人を優先します。
定員を超える場合、実行委員
会事務局で抽選します。
販売面積　１区画約一坪
販売品目　衣料品、日用雑
貨、園芸品、手芸品など
※商品・食品の販売は不可
出店料　１，０００円（現
金または定額小為替証書）
その他　出店場所の提供の
みで、準備から後片づけま
で各自でお願いします。そ
の他必要事項は事務局の指
示に従っていただきます。
※詳しくは、役場産業振興課
内『第９回宮リバー度会パー
ク春まつり実行委員会事務
局』（６２－２４１６）まで、
お問い合わせください。

フリーマーケット
出店者募集中

度会町クイズ　Ｖｏｌ．１２の答え

　『度会町クイズＶｏｌ．１２』バザールわたらいは創立何年目にな

るでしょうか？の答えは『②６年目』でした。

労
使
就
職
支
援

Ｉ
Ｎ
い
せ
を
開
催

三
重
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機

構
で
は
『
労
使
就
職
支
援
Ｉ
Ｎ
い

せ
』
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日　

２
月
20
日
（
金
）

▽
開
催
場
所　

伊
勢
商
工
会
議
所

▽
開
催
時
間

◎
事
業
主
セ
ミ
ナ
ー　

午
前
10
時

〜
正
午

◎
就
職
面
接
会　

午
後
１
時
〜
４

時
◎
就
職
相
談
会　

午
後
１
時
〜
４

時
※
詳
し
く
は
、
三
重
県
地
域
労
使

就
職
支
援
機
構
（

０
５
９
―

２
１
３
―
４
４
４
３
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
す
す
め
し
ま
す

中
退
共
制
度

（
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
）

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
す
。

安
全
・
確
実
・
有
利
な
中
退
共

制
度
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
先
で
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

◎
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入

で
き
ま
す
。

◎
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税

に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
退
職
金
相
談
コ
ー

ナ
ー
（

０
５
２
―
６
８
１
―
８

９
５
１
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

広
報
わ
た
ら
い
１
月
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

・
３
ペ
ー
ジ　

年
頭
の
あ
い
さ
つ

度
会
町
議
会
議
長　

大
釋
添
治

さ
ん
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
大
釋

恭
治
さ
ん
で
し
た
。

・
22
ペ
ー
ジ　

お
め
で
た

山
中
星
也
さ
ん
は
誤
り
で
、
正

し
く
は
山
中
聖
也
さ
ん
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

広
報
わ
た
ら
い
１
月
号

お
詫
び
と
訂
正
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おめでた

おくやみ

おめでた

度会町クイズの答え

●問い合わせは、町保健センター（62－1112）まで●

保健だより掲示板保健だより掲示板

町のうごき
人　口　男　4,590（＋ 1） 出生　 7

女　4,881（＋ 4） 死亡　13
計　9,471（＋ 5） 転入　26
世帯数2,720（＋ 1） 転出　15

平成15年12月31日現在
（　　）内は前月比

メールでの相談も受け付けています　メールアドレス　kosodate@town.watarai.mie.jp

▽「一段と寒さが増してきたよう
な・・・」と、思っていたら１月
１７日に雪が積もりました。とい
うことで、表紙を雪だるまにして
みました。「自分も子どものころに
つくったなぁ」と、懐かしさにひた
り、幼少時代のアルバムを広げてみ
ると、出てきました！雪だるまをつ
くっている写真。芸術作品といって
もおかしくないその形に笑みがこぼ
れました。今度雪が積もったら再度
芸術に挑戦したいと思います！

▽『度会町クイズＶｏｌ．１３』第
９回宮リバー度会パーク春まつり
の開催日は？の答えです▽様々な出
展をはじめ、歌謡ショーやキャラク
ターショーなど、楽しいイベントが
盛りだくさんの春まつりも第９回目
を迎え、実行委員会の皆さんが内容
を計画中です。その実行委員会で、
第９回宮リバー度会パーク春まつり
の開催日が決定されました。答えは
『①４月４日（日）』です。今月号 15
ページをご覧ください。今回も盛大
なまつりが期待されます。

●問い合わせは、町子育て支援センター（62－1112）まで●

子育て支援センター掲示板子育て支援センター掲示板

遊びのおやこサークル

３月10日（水）　《ひよこグループ》

３月12日（金）　《うさぎグループ》

時　間：午前10時～正午ごろ

場　所：町子育て支援センター

※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

３月４日（木）

３月18日（木）

時　間：午前10時～正午

場　所：町子育て支援センター

対　象：保育所に行っていないお子さん

すくすくタイム（わたっこ広場開放と同時開催）

３月４日（木）

時　間：午前10時～10時15分

内　容：絵本の読み聞かせ

３月18日（木）

時　間：午前10時～10時15分

内　容：子育て講話

2月の町税
固 定 資 産 税　第４期
国民健康保険税　第10期

12 月中に届出のあった方（敬称略）
子の名前 保護者名 字名

岡村　明
あか

音
ね

 芳隆 棚　橋
森本あん乃

の

 真人 長　原
中村　龍

りゅう

征
せい

 文彰 棚　橋
尾嵜　冬

とう

児
じ

 正彦 当　津
角屋　季

き

良
ら

 武浩 川　上
岡　　優

ゆう

汰
た

 秀之 棚　橋
西村　香

か

那
な

 昌久 大野木

12 月中に届出のあった方（敬称略）
 名　前　 年齢 字名
西村　さい ８４ 大野木
西村いとゑ ８６ 葛　原
西田　泰雄 ７６ 牧　戸
田畑　昭順 ７５ 棚　橋
吉村はるゑ ８８ 棚　橋
中村　 き ９３ 上久具
北村　品三 ９１ 長　原
眞瀬　正雄 ９４ 川　上
中世古昌康 ６７ 棚　橋
中山　直治 ７３ 注連指
阪口　滿 ７１ 葛　原
小林　尚美 ５１ 川　口
坂谷　ワカ ９１ 棚　橋

受　付：午後１時 00分～１時 30分

場　所：町保健センター

対　象：平成12年７月・８月生まれの

お子さん

いきいきライフ教室

３月４日（木） 注連指農事集会所

 坂井公民館

３月９日（火） 長原公民館

３月11日（木） 大久保構造改善センター

 南中村公民館

３月16日（火） 田間公民館

３月18日（木） 日向集会所

 牧戸公民館

３月25日（木） 一之瀬公民館

 南中村公民館

時　間：午後１時30分～

内　容：健康体操、健康相談、レクリ

エーションなど

３歳６か月児健康診査
３月３日（水）

受　付：午後１時 30分～２時 00分

場　所：町保健センター

乳児健診の対象

原則として

・２か月児健診

平成16年１月生まれのお子さん

・７か月児健診

平成15年８月生まれのお子さん

・12か月児健診

平成15年３月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として奇数月生

まれの１歳までのお

子さん

※度会町カレンダーにてお知らせして

いる受付時間が変更になりました。ご

了承ください。

乳児健診および育児相談
３月24日（水）

地区巡回広場わたぼうし

３月15日（月） 一之瀬公民館

３月22日（月） 麻加江生活改善センター

３月29日（月） 中央公民館

時間：午前10時～11時30分頃

内容：保育士による手遊び、自由遊び等

対象：保育所に行っていないお子さん

時　間：午前９時 30分～正午ごろ

場　所：町保健センター

対　象：平成15年９月１日～平成15年

12月31日生まれのお子さんを

持つ保護者

離乳食教室（初期・中期）
３月２日（火）


